
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.1４０ 
令和７年 10月発行    

中濃県事務所 振興防災課 振興防災係     

家庭教育担当：塚原 

〒501-3756美濃市生櫛 1612-2 
TEL： 0575-33-4011 (内線２１０) 
 

美濃地区家庭教育学級応援通信 

郡上市立八幡西中学校では、１年生を対象に、夏休みの在宅活動としてマンダラチャートを

活用した「なりたい自分になるために」に親子で取り組まれましたので、ご紹介します。 

今回は、７月２５日（金）に開催された、親子体験活動の様子をご紹介します。 

 

 

 

【活動の目的】 

 

【取組の様子】 

 

【取材を終えて】 

 
「保育士になりたい」「バスケ日本代表になる」「料理に関わる仕事をしたい」。生徒たちの夢や目標

を親子で共有し、共に歩んでいただけるこの取り組みを、今後も続けていかれることを期待していま

す。 

 

 

親が我が子の夢や目標を知り、共に考え話し合う機会をもつことで、親子のコミュニケーションを図

り、中学校生活をより良いものにしていってほしいという願いを込めて、取り組みました。 

○親子で取り組んだ マンダラチャート 実践例 

 今回自分の夢について向き合

って、目標が立てられて良かっ

たです。夢の実現に向けて、お

母さんが、私の夢を応援してく

れて、協力しようとしてくれて

嬉しかったです。（生徒より） 

 

幼い頃のように将来の夢につ

いて簡単に口にしなくなり、何

を考えているのかな?と思って

いたタイミングでのマンダラチ

ャートでした。時間をかけてじ

っくりと２人で考えることがで

きて、とても良い機会をいただ

けました。（保護者より） 

○活動のふり返り 

夢「イラストレーターになって人を笑顔にできる絵を描く」 

かてきょー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の目的】 

 

【取組の様子】 

 

【取材を終えて】 

 

６つのテーマから、親子で相談して毎日１つを選び、５日間実践することで、

家族の絆がより深まることを願って取り組みました。 

関市 桐が丘幼稚園では、夏休みに「話そう！語ろう！わが家の約束」運動として「お

花をさかせよう １日１チャレンジ」に取り組まれましたので、ご紹介します。 

今回は、７月２５日（金）に開催された、親子体験活動の様子をご紹介します。 

 

 

 

○１日１チャレンジ ６つのテーマ 

① 元気にあいさつをする 

② １日１冊 読み聞かせをする 

③ 親子でハグをする 

④ 今日、楽しかったことを話す 

⑤ お手伝いをする 

⑥ 親子でほめ合う 
がんばれたら、親
子で好きな色をぬ
っていきます。 

６つのテーマは、
家族が笑顔になれ
るような姿を思い
浮かべながら、選
びました。 
 

保護者が、感想や子どもへのメッ
セージを記入します。 

 

 

保護者より 
 
ご飯の後、自分のお

皿だけではなくパパや
ママのお皿も運んでく
れてうれしかったよ。 
 寝る前に、楽しかっ
たことをお話しした
り、ほめ合ったり、が
んばったことを話す時
間が楽しかったよ。 
（わが子へ） 
 
自分から進んでお手

伝いができてびっくり
しました。（感想） 
 

 

保護者より 
 
 進んで楽しくチャレンジでき
たね。きれいなお花が咲きまし
た。（わが子へ） 
 昨年に続き、進んで取り組む
ことができました。実践してみ
て、楽しさや良さを見つけたり
感じたりしながら生活すること
の大切さをあらためて実感しま
した。夏休みが終わっても、意
識して生活していきたいと思い
ます。（感想） 
 

 桐が丘幼稚園では、役員さんのアイディアで、毎年、各家庭でテーマを選べるように工夫し、誰もが取り

組みやすい「１日１チャレンジ」になっています。 

この取組のおかげで、忙しい中でも子どもとふれあう時間が増えたという感想が多く、保護者の皆さ 

んにとって子どもの成長を感じられる良い機会になったものと思います。 

○役員さん手作りのチャレンジカード 実践例 



実践内容 

 毎晩、寝る前にお互いに「おやすみ、ぎゅ」をして、

「生まれてくれてありがとう。大好きだよ」と伝えた。 

感想 

寝る前のハグを続けていたら、子どもからも｢大好き｣

と言ってくれるようになり、お互いに幸せな気持ちで入

眠できるようになりました。 

実践内容 

おふろで「可愛いおしりね」と言っておしりを洗って

あげた。「大切なおしりだから大切にしてね」と伝えた。 

感想 

年齢を重ねていくつになっても触れ合いや言葉かけは

大切だと思いました。だからこそ、子どもと過ごす一瞬

一瞬を大事にしていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡上市 たかす北保育園は、夏休みに「話そう！語ろう！わが家の約束」運動として「おうちで親子スキンシップ」

に取り組まれましたので、ご紹介します。 

今回は、７月２５日（金）に開催された、親子体験活動の様子をご紹介します。 

 

 

 

【活動の目的】 

 

 7 月に「親子のスキンシップ講演会」を開催し、幼児期に身に付けたい親子の

スキンシップについて学びました。その実践活動として、夏休みに「おうちで親子

スキンシップ」運動に取り組むことにしました。 

7 月の講演会の様子 
【取組の様子】 

 

○委員さん制作の案内文書 ○活動ふり返りカードより（保護者記載） 

【取材を終えて】 

 
7 月の講演会で学ばれたことを、夏休みの期間に各家庭での実践活動につなげる

ことができました。 

今後も、保護者の皆さんに子どもたちと一緒に楽しく過ごせる機会を提供され、

家庭教育学級の活動を続け、広げていかれることを期待しています。 
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